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猫
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架
■

な
.̂'

起
業
：
 

家
®

な
き
.に
職
®

す
4

は

言

：を

俟

た

ざ

'る
所
な
.

■
さ
パ 

れ
ば
，H
支
鈒
行
は
公
.憐
地
方
偾
0

引
受
應
慕
又
は
鎩
遨
：
 

借
歉
に
應
中
る
に
輿
主
カ
を
注
ぐ
々
：き
は
勿
論
な
る
^
 

之
れ
ど
同
時
代
起
業
金
融
に
も
意
を
用
ゐ
龠
社
呤
®

 

| 

は
携
は
ト
.て>

 

.彼
地
企
業
界e
我
金
融
的
勢
ガ
を
扶
植 

'す
る

ご

ビ

亦
最
も
重
.要
の
事
た
る
を
失
は
ず
.。
我
資
本 

を
彼
地
に
放
下
し
、
我
起
業
家
を
彼
地
杞
招
致
し
、
我 

H

業
を
彼
地
に
移
す
の
是
非
^

就
，て
は
、
從
來
對
支H

 

業
政
策
ビ
關
聯
し
て
論
せ
ら
れ
た
る
所
に
し
て
1
.今
一 

槪
K

論
断
ず
る
こ
ど
®
は
ざ
な
も
觅
に
角
漸
く
勃
興
の 

機
®

に
在
る
支
那H

業
の
骚
達
を
助
成
し
て
"
.之
^
金 

融
的
關
係
を
結
び
®
 
く
こ
^

は
支
那
市
場
に
於
け
る
列| 

國
0
商
®

に

於

，
て

將

來

有

利

の

地

步

を

®

む
‘る
f

c

Mも

\ 

肝
要
の
事
な
P 

'世
或
は
日
支
«

«
を
以
て
主
ヾ」

し
て 

*

僙
、：
地
方
僙
の
應
慕
が
受
を
營
み
以
て
支
那
政
府
の 

财
跌
に
近
接
し
、
へ
本
國
政
府
の
政
策
把
參
與
せ
し
獨
®
 

銀
行
の
W

{:

傚

ば

ん

こ

以

て

其

第〗

.の
目
的
ビ
な

i

s
 

1〇
ニ

す
が
如
し
亡
摩
も
、
：/
事
繁
設
立
參
加
業
務
y

亦
決
.

じ
.：

で 

觀
過
す
べ
如
ら
ざ
忽
且
烫
那
は
金
融
機
_
不
備 

に
t

T

r
從
.つ
.
.て
資
金
：の
缺
E

常

な

れ

^

：
:
^
銀

行

は
 

單

：i£事

業

資

金©
供

：給0
み

を

捣

て

4
=

ん

せ
t
,
，
此

等
 

各
一
種0)
贫

郏

舍

融

機

關

：に

歟

じ

：
て

.營
業
資
本
を
給
し
" 

以
で
繁
行
た
名
0.

地

：位

技

立

令

の

«

悟

な

か

る

，
ベ

か

o 
•
■
.

;

;.■
::-
;
. 

.

.

.

,'
,
V
: 

- 

.

'•
'
. 

- 

■

-V

肖
支
銀
行
法
案
に
规
鬼
せ
.る

.其

他

の

業

務

則

ち

擔

保
 

貸
®

び
f

銀

行

業

務

に

：至

办

：て

は

，

固

上

^

從

れ 

る

業

務̂
し

て

此

等'̂
就

て

は

餘

ダ

多

ぐ

を

^

ま
^

。
 

殊
に
木
動
產
抵
當
貸
#

の
如
き
は
未
だ
财
產
權
0

確
立 

せ
¥-

る
束
那
，に
於
_て
は
甚
だ
.囷
_

<<
:

す
ふ
所
な
る
ベ
く 

r
一
：
月

九

日

の

上

海

來

德

に

侬

れ

ば

日

支

銀

行

は

：不

動

産
 

牴
常
貨
付
を
な
す
べ
^

^

て

^

に

之

が

設

妾

歡

迎

せ
 

b

■ビ
報
.せ
息
も
，
0

、支

銀

，行

.は

當

分

不

動

逄

に

放

資

す
 

2>
'
«'

诩
雛
&-

る
ベ
く
”

縱
令
之
.を
な
ず
も
極
め
小
«

_
 

に

限

ら

ぢ

、

に
.
至

る

は

巳

む

を

得

ざ

各

ff
_
.
.
序

を

以
 

^
\〕

.1

’言

せ

：
ん

は
.滿

洲
'は
ハ

T

ば
我
勢
力
齙
阖
な
る
.
.匕
.
.
&

E
I

被
農
業
國
な
る
ビ
の
爲
め
、
：
此
處
に
設
立
せ
ら
る
■ベ
き 

滿
洲
*
行
は
勢
ひ
其
主
カ
を
不
^

«

«

#に
注
々
に

至

. 

ら
ざ
る
を
得
ざ
る

べ
し
。
さ
れ
ば
.日
支
鈒
行
及
び
滿
洲 

銀
行

の
#
®
は
自
ら
明
か
に
し
一
て
、
挺
主
れ
る
業
務
K
 

依
て
區
別
す
れ
ば
前
者
は
.證

券

鈒

行

.
'

(

我

國

に

て

は

動
 

齑
銀
行
在
獬
す
:5

屬
し
、
.後
者
は
不
動
齑
鈒
行
に
®
 

す
べ
し
。
且
滿
洲
銀
行
は
滿
洲
自
體
の
：開
發
を
ま
S

す 

る
殖
民
銀
行
^

る
ベ
き
も
の
な
:?
>
も
フ
日
支
餵
行
に
至 

&

て
は
然
ら
ず
;;
'
:
'興
業
務
5£

に
廣
汎
な
る
X

典
に
其
0
 

钠
も
亦
大
な
る
べ
■く
、
前
者
ミ
は
全
:.
<
-相

興
-«
:
る

性

質
 

の
も
の
，な
ら
ざ
る
ベ
炉
ら
t:
。
或
は
言
ふ
日
支
銀
行
を 

似
て
滿
洲
鈒
行
の
業
務
を
兼
*
し
む
ベ
し
ヒ
。
然
れ
ど
：
 

も
其
業
務
の
性
質
;̂

於

ャ

相

興

な

、

其

目

的

亦

--

な
6
 

ざ
れ
ば
、
-各
別
個
の
：機
關
を
設
立
し
興
主
：れ
る
業
務
K
 

全
力
を
注
が
し
む
る
最
も
適
當
$
.事
な
&

ん
。：.：.き
.
.
.

日
支
銀
行
の
業
務
務
就
て
蟢
徽
む
ベ
.き
春
尙
ほ
炙
 々

P
P
。
就
中
支
那
貨
幣
制
度
改
箪®

如
き
は
其
最
も
重
：
 

赞
斟
れ
ら
ん
。
然
し
乍
ら
支
那
の
幣
制
改
革
は
既
に
十

辩

十

怨

(

H

七
®

鲱

錄

H

支
銀
行
浓
離
攸
評

數
年
來
の
_

案
に
.し
.て
、
歐
洲
列
國
名
^

扣
之
を
^
扉

. 

政
府
に
向
つ
：て
要
望
せ
し
こ
ヒ
.幾
回
.な
る
を
知
ら
.ざ
れ
.

.其

今

日

ぬ

缉

る

迄

尜

だ

其

端

緖

を

も

著

け

ざ

备
 

.̂

觀
れ
ば
賞
に
翠
難
の
事
業
作
る
は
明
か
な
名
事
に
し 

|

<
’ 

.H.

支
-銀
牴
ミ
雖
も
亦
容
易
に
斷
行
す
る
能
は
今
,

. 

其
支
那
宮
民
の
間
.に
#

用
於
傅
す
る
幺
見
で
漸
を
溪
3
 

て
此
^

進
ま
ん
.こ
：€
を
希
缇
せ
ざ
る
を
得
ず
。
'

.
:
H
r.

組
：織
.ニ
'
 

.V
.
;
'.
'

昨
年
日
支
金
融
機
關
設
立
論
の
唱
道
さ
れ
し
當
時
R
 

|

於
て
は
”

0
支
銀
行
の
組
織
は
資
本
金
を
五
千
與
_
ミ 

|

し
，
«

株
式
の
2

处
0
:
1、以
上
は
政
府
の
所
有
芩
し
恰 

一
も
南
滿
鐵
道
會
社
の
如
ぐ
^

官
帮
K

の
も
の
仫
ら
し
泠
.

一
赴
設
立
後
于
年
間
は
政
麻
^
對
す
る
利
益
配
當
金
を
以 

i

で
他
の
分
般
株
m-
へ
：の
.配
當
保
®
に
充
て
>
®
ぬ
剩
餘 

办
を
時
は
之
を
穑
立
金̂

に
織
入
れ
9.
次
て
嫌
行
0
® 

礎
を
孽
固
^
货
ん
在
す
各
に
•在
i
じ
が
如
し
。

」

然
な
K 

今
囘
の
法
案
に
侬
れ
ぼ
政
府a
日
变
龈
行
於
»
^
勸
*
 

銀
行
"
典
業
龈
れ
S
同
樣
利
子
補
給
刺
を
採
か
？
設
激

一
，

0

3



後
-|
-

年
間
を
服
が
株
_
に
.對
^
六

發

の

配

當

保

證

.を

な

し
た 
b
。
 

. 

'r
'
'
.
.
:■
■

—

A
 

一:'
'
.
. 

- 
V

、■

ヴ「

u

元
來
海
外
銀
行
.は
典
*
民
鈒
行
た
る
ゼ
將
代
爲
替
銀 

行
^

る
^

を
問
は
ず
冲j
M

fc
il

家
的
使
命
を
帶
び
て 

典
行
動
槪
ね
本
賴
政
翁
の
政
策
ど
相
呼
應
す
る
は
常
に 

見
る
所
に
し
て
、
之
.を
以
‘て
單
に
普
'®1:

般
.の
營
利
會 

*

ビ
看
倣
す
べ
か
■
&
ざ
る
も
の
^

A

。
蓋
し
海
外
.銀
行 

の
活
動
如
何
は
い
其
國
外
國
贸
易
の
消
長
S

關
.係
す
る 

こ
ど
大
な
る
名
の
あ
り
、
從
つ
て
各
國
典
R

何
れ
も
海 

外
鈒
昕
败
策
に
就
て
：は
恰
も
"

國
拘
の
中
央
銀
行
，に
對 

す
る
が
如
く
常
に
•割
策
經
營
を
怠
ら
ざ
る
所
以
な
b
 

o 

0

に
'列
國
の
狗
逐
場
裡
'た
る
來
洋
に
.於
て.

1

層
著
し
く 

玆
に
活
動
せ
る
數

穸

の

猶

外

銀

.行

は

多

く

は

半

私

半

公
 

:に
レ
て
銀
行
券
、債
券
發
行
：の
特
權
.を

宥

し

、
苴

政

府

.は 

典
經
營
當
周
溝
に
對
し
て
動
.位
を
赠
名
等
の
事
办
る
は
. 

敢
て
珍
ら
し
'ヒ

せ

ざ

，
る

な
b

。
さ
n
.
ぱ

今

我

國

日

支
®
 

fr

を
以
て
少
く
も
、
31
:

齊

支

政

策

に

策
.應

せ

3

'
め

ん

せ 

す
る
に
於
て
、
之
に
相
常
の
補.胁
を
與
へ
，
11
營
業
上

の
#

權
を
附
與
す
る
固
ょ
4

必
喪
伋
事
た
る
は
言
を
俟 

.ぉ
中
タ
.而
じ
て
南
滿
鐵
道
«

社
の
如
ぐ
政
府
が
株
&

 

所
有
す
&

毕
官
带
民
0

組
織
も
、
又
勸
槳
銀
行
、
典
業 

,餱
行
の
如
く
利
子
補
給
制
に
依
る
ど
何
れ
を
適
當
t

す 

ベ
ぎ
や
は
，
容
爲
化
決
し
_
ぎ
問
題
な
る
も
今
日
の
如 

く
民
間
に
資
僉
充
溢
じ
放
資
の
途
無
き
に
苦
し
め
る
®
 

狀
に
ぁ
r

て
> 
株
金
.の
錄
集
：に
就
.て
敢
て
薆
ふ
る
所
な 

.き
に
於
て
は
寧
ろ
後
考
を
選
び
て
單
に
保
證
を
與
ふ
る 

の
み
-に
ヤ
足
&

ん
。
：

：
.

.

次
は
日
支
合
辦
の
事
な
名
が
日
支
兩
國
.の
經
濟
的
提 

契
の
必
婴
な
る
はg

に
一
般
の
認
む
る
所
に
し
て
，
合 

辦
.の
是
弗
に
就
て
は
*
©
_

_
の
餘
地
な
き
も
、
_唯
合 

辦
に
侬
る
敏
營
の
カ
は
適
當
に
し
て
所
期
の
.双
*
を
擧 

ぐ
るU

菜
ら
ん
1> 3

e
を
期
せ
f

ベ
か
ら
す
.。
蓋
じ
國 

語

，

民

：俗

？
.習
慣
等
を
異
に
_せ
る
|:1國
人
'が
共
同
じ
て 

:
1
事
業
0
經
營
^
當

る

：は

：
最

も

.至

.
_
の

事

に

厲

す

れ

ば 

な
h

。
法
案
に
|は
祺
.に
日
支
鈒
行
の
株
式
は
1日
本
.人
及 

支
那
人
に
限
が
て
所
有
す
る
を
‘
0
ミ
わ
f

て

支

：那

人

株
.

*

の
割
合
.を
.示
さ
t'
V
J-
«
40 
役
*

支
.别
人
.
^
.る
、，J. 
^
_
c 

'

.̂
' 

得
る
者
の
軟
が
、
三
分
'の〗

以
內
ざ
定
め
，ら

れ
わ
る
以 

上
"
株
主
の
割
合
も
亦
三
分
.の
一：

以
內
た
ら
.し
め
^

VJ 

の
^

な
る
こ
ど
は
之
を
^

す
る
に
雛
か
ら
す
。
然
れ
ど
.
.
. 

も
支
那
自
下
の
狀
態
に
て
は
、
支
那
侧
株
主
は
極
め
：て 

少
數
な
'る
ベ
く
資
本
金
は
.其
殆
ん
ど
全
部
を
內
地
に
於 

て
調
速
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
ら
ん
。；

0

資
浓
金
の
本
位 

主
ビ
し
て
外
國
に
於
て
營
業
す
る
海
外
龈
行
が
、
其
：
 

資
本
金
を
如
何
な
る
本
位
に
依
つ
て
形

成

すベ
き
や

は.
 

從
來
英
獨
等
の
，金
貨
本
位
國
垆
銀
货
本
位
國
に
海
外
銀 

行
を
設
立
せ
ん
ど
す
る
際
に
逢
着
し
た
る
'間
題
.に
し
て
. 

固
ょ
$

絕
對
的
に
之
が
是
非
を
論
斷
す
、る
能
は
ず
。
若 

し
單
に
金
餵
比
價
の
變
動
.ょ
$

生
ず
る
危
險
を
防
止
す
’ 

る
を
、

H
I

服
ど
す
る
に
於
て
は
>
 
金
本
位
即
ち
本
國
の
本
. 

位
貨
幣
を
計
算
の
基
礎
S

す
る
を
便
刹w

す
’べ
き
は
#' 

論
な
る
も
-

|
方
外
國
仏
存
在
し
て
主
ヒ
し
て
、
其
地 

の
牝
K

を
#

®
ビ
じ
其
地
0-

述
1'

を
以
'て
常
ゆ
耿
引
^

奶

十

卷
Q
f

七
i

雜

錄

n,
文
銀
行
法
窠
槪
說

な
す
圾
合
，
餵
行
經
營
上
典
地
の
本
依
®
を
以
て
針
箅 

の
®:
礎w

す
る
は
最
も
侦
利VJ
す
べ
く
、
且
龈
行
に%
 

i
て
も
利
益
^
す
る
所
な
：る
こ
ど??
；
考
it
せ
ざ
る
べ
か
r 

&
中
ゎ
元
來
此
問
題
は
，海
外
銀«
が
«
幣
相
場
の
變
1|

一
中
；ど
し
て
金
銀
比
價
0.

變
動
ょ
&

蒙
る
損
窖
を
如
何
6
 

し
て
輕
減
す
ベ
.き
や
の
問
題
關
聯
し
て
©
ダ
た
る
も 

0,

に
し
て
"

觸
逸
に
於
て
も
種
々
の
議
論
起
&

之
が
爲
. 

め
東
洋
に
.設
立
甘
&
る
ベ
き
海
外
龈
行
が
ニ
囘
ぽ
も
顿 

挫
を
來
し
た
る
程
な
ぅ
き
。
思
ふ
に
此
問
題
は
種
々
.の 

方
面
ょ
$

各
個
の
*

合
に
就
て
、
其
利
害
を
硏
炎
す
べ 

き
.も
の
に
し
て
、
其
說
立
せ
.
&
る
べ
き
鈒
行
の
性
質
に 

’
依
ぅ
又
其
株
主
の
關
係
に
■依
つ
て
其
覜
點
を
興
に
せ
'?. 

|

る
ベ
.
f

す
し
'て
、
1
槪
に
爲
#
相
場
の
變
動
を
避
く 

る
の
み
を
以
て
主
服V

J

も
す
ベ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
今 

之
を
'日
.支
銀
射
に
就
て
觀
る
祀
、
.興
主
た
る
業
務
は
前 

に
，も1

K

へ
る
如
く
證
券
業
務
に
し
て
、
支
那
の
#
源
を 

啓

發

し

兼

，て

我

賀

易

’を
~促
進
じ
.

:
4將
來
は
不
動
鹿
诋
’ 

.

當
贷
付
を
^p

^
'

さ
ん
V
Jf:
る
^ '
在
.

C
V

て
も
從
つ
て
其
#

V 

笫
li-
' 

1
0虱
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業
の
做
域
は
殆
んV」

支

那

に

限

ら

る

>の
狀
態
に
在
れ

ば
"
其
爲
替
相
場
の
餞
動
を
®
is
す
る
•の
度
は
、
爲
替

業
務
を
主V

J

す
る
海
外
鈒
行
に
比
す
れ
ば
極
め
て
小
な

ぅ
ど
■
ふ
べ
く
、
寧
ろ
其
主
た
る
營
業
地
の
通
货
に
從

.
つ
て
取
引
上
に
於
け
る
便
宜
を
圖
る
を
以
て
、
日
支
銀

行
經
營
上
利
益W

す
べ
i

殊
R

國

家

的

目

的

を

.

.
遂

お

す

る

上

に

於

て

觅

に

然

る

を

感

せ

ず

ん

ば

ぁ

、ら

ず

。

之

を
獨
逸
の
海
外
叙
行
に
就
て
觀
る
R
r_
證
券
業
務
を
主

ど
す
る
»
亜
鈒
行
は
上
海
兩
即
ち
鈒
を
以
て
資
本
を
.形

成
せ
る
^
、
獨
逸
ユ
ー
パ
ー
ゼ
丨
ィ
ク
シ
と
銀
行
、

鄉

逸

伯
刺
西
爾
銀
行
及
獨
逸
智
利
鈒
行
等
は
本
國
の
馬
克
を

以
て
株
式
を
發
行
せ
办
英
國
の
香
潘
上
海
銀
行
に
至

り
.て
は
，其
主
た
る
業
務
：は
固
ょ
ク
爲
替
の
責
買
に
在
P

て
"
本
來
金
建
ビ
す
べ
き
を
*
典
本
店
を
香
®
に
置
き

且
中
南
支
那
を
以
て
興
主
，要
營
業
地
ど
し
た
る
の
關
係

.ょ
ヶ
、
鈒
本
位
を
以
て
資
本
計
箅
の
|
#
^
ビ
な
し
た
る

爲
め
"
對
金
貨
國
爲
替
の
责|

只
に
從
事
す
る
同
行
に
取 

ち

f
は
非
常
の
打
擊
れ
る
を
^
れ
ざ
6
き
*
之
が
爲
め

s

i

.1

〇
六

同
^

は
别
業
以
來
金
銀
ニ
種
の
&

立
金
を
な
し
、
以
て 

爲
#

相
場
の
變
動
に
備
へ
た
6

し
は
、
後
に
述
ぶ
る
所 

の
如
し•

次
に
資

本

金̂:
定
の
甚
礎
を
^

む

る
に
就

き
注
意
す 

べ
き
他
の1

は
ノ
株
主
に
對
す
る
配
當
金
計
尊
.に
關
す 

一
る
問
題
な
6

。
獨
逝
龈
行
に
し
て
も
香
漭
上
海
鈒
行
に 

し
て
も
、
株
金
は
龈
本
位
に
依
り
た
る
も
株
主
の
關
係 

上
配
當
は
總
ベ
て
金
貨
に
て
支
拂
は
ざ

る
ベ
か
ら
ざ
る 

が
、
其
金
貨
換
算
率
を
株
金
拂
込
當
時
の
爲
替
相
場
に 

侬
.るvj 
i

配
當
金
支
拂
時
に
於
け
る
相
*

に
依

る
ミ
に 

一
從
つ
：て
#.
常

の

相

違

を

生

す

る

こ

な
■る
。
殊
に
其 

I

設
立
が
銀
價
の
暴
落
せ
し1

八
七
〇
年
以
前

な

る

香̂
 

上
海
銀
行
に
於
て
然
る
を
見
‘る
。
香
港
上

海

銀

行

の 

設
立
は1

八
六
六
年
に
し
て
、.
當
時
の
爲
替
相
場
.一
赉 

鴻
弗
四
志
六
片
ミ
*

今
日
の
相
場
ニ
志V
J

を
比
較
す
る 

時
は
實
に
其
暴
落
五
割
以
'上
.に
is
せ
6
.
9
,
故
.に
茬
し
令 

日
0

爲
替
相
場
に
侬

る
.時
は
、
銀
國
に
在

る
株
主
の
受 

取
る
ベ
き
配
當
は
、
金
^

^
錄
常
代
半
親
k

も
逄
♦

ぎ
.

.
■
.
:
.
.
.
•■
:
. ...て

.

.

.

.-■

.:
' 

:

二
'- ノ
.

る
こ
ビ
、
な
る
へ
斯
く
の
如
き
次
第
な
れ
ば
株
主
へ
の 

配
常
金
を
支
挪
時
に
於
け
る
爲
替
相
場
に
依
つ
て
、
換 

#

し
つ
、
6

り
し
香
港
上
海
叙
行
に
在
り
て
は
、

I

八 

七
〇
牟
後
に
於
け
る
鈒
價
の
暴
落
は
蓊
し
く
株
主
©
實 

所
得
を
減
ず
る
の
結
果V

J

な
6

し
か
ば
"

遂
に】

八
七 

六
年
以
後
配
當
金
は
金
建
ビ
な
す
こ
マ
し
、
其
換
箅 

率

は

株

金

拂

、込

當

時

に

於

け

る

篇

#

相

場

に

依

る

こ

ビ
 

、
し
た
ぅ
。
又
同
じ
く
鈒
本
位
を
採
れ
る
觸
亚
鈒
行
に
. 

於
て
は
、
利
益
金
配
當
の
换
箅
率
は
®
赍
役
隨
時
之
を 

足
む
ベ
き
事
を
足
款
R-

規
宛
し
實
際
に
於
て
株
金
拂
込\ 

當
時
の
爲
#

相
場
を
標
準
ビ
し
て
其
換
麓
率
を
決
定
す| 

る
が
如
し
。

*

の
如
ぐ
S

上
S

行
ノ
獨
S

S

に
銀
を
以 

て
資
本
金
を
形
成
す
ど
雖
も
、
其
株
主
に
對
す
る
利
益 

配
當
R

就
て
は
兩
鈒
行
e

も
株
金
拂
込
當
時
の
爲
替
和 

揚
を
以
て
金
貨
換
算
率
ビ
な
せ
ば
、
其
資
本
金
の
稱
呼
.

は
銀
な
る
も
赞
質
に
於
て
金
資
本
れ
る
ヾ」

員
な
ら
ざ
る 

な
り
。
日
支
龈
好
が
其
本
店
を
上
海
に
置
き
た
る
關
係

.猜
十
餘
.(

三
七
九)

0

錄

S

飯
行
法
案
靠

'

^
は
«
'
業
務
0

性
質
上
株
佥
は
當
然
典
地
方
的
通 

貨
紀
依
る
.：べ
き
を
普
通
ど
し
、/
又
雜
行
經
營
上
洌
織
€ 

す
る
に
,
否
ら
中
し
て
之
を
本
國
の
通
货
即
ち
金
を
以
. 

て
資
本
を
形
成
し
れ
る
所
以
の
.も
の
"
蓋
し
株
主
の
利 

益
を
最
も
'重
喪
視
し
作
る
に
因
る
な
る
べ
し
。.
若
し
日 

支
銀
行
の
資
本
金
を
鈒
建
，

せ

ん

か

、銀
價
の
下
落
は 

金
货
國
た
.る

我國
の
株
生
の
實
收
入
を
減
少
す
る

.

を
免 

れ
す
し
て
*

か
く
て
は
金
銀
比
價
の
變
動
に
對
す
る
危 

險
は
全
ズ
株IH

の
負
ふ
所
ど
な
る
も
、
政
府
の
提
集
の 

如
ぐ
金
建
な
.る
時
は
"

株

主

は

：
金

鈒

比

價

の

變

動

.ょ
$
 

離

れ
.て
常
に
一
定
の
配

當

金

を#
べ
き
事
C
な
b

て
、 

爲

替

相

場

變

働
の
危
險
は
株
主
ょ

り
錄
行
に
移
る
に
至 

る
な
ち
蓋
し
今

日

の如
く
株
式
が
投

資

の

|

形

態

ビ 

麟
化
し
打
る
時
代
に
於
て
は
、
其
株
式
を
保
©
し
之
を 

安
全
の
她
位
に
遛
く
は
ノ
株
式
會
社
經
營
上
又
決
し
て 

看

過

すベ
か
&
ざ
る
は
言
を
俟
介
ざ
る
所
、
殊
に

H

支 

銀
if
の
如
ぐ
外
國
に
設
立
せ
：&
れ
、
且
一
部
の
株
金
を 

外
國
に
求
め
ん
^
す

る

場

合

に

：
於

て

は

页

に

一

層
其
必

!  

o 七
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要
を
感
ず
。
余
は
日
支
龈
行
が
金
銀
何
れ
を
採
る
を
是 

な
ぅ
ヾ」

す
る
か
に
就
て
は
今
日
之
を
勸
ず
る
を
避
ベ
し 

ビ
雖
も
、
法
粱
の
意
苦
し
眾
に
株
生
を
保
譏
し
株
式
相
. 

場
の
.動
搖
を
防
が
ん
ど
す
る
.に
业
ま
る
ビ
す
れ
ば
、
寧 

ろ
其
營
業
の
範
围
並
に
性
質
に
鑑
み
本
店
所
在
地
の
通 

貨
即
ち
龈
建
S

な
す
を
勝
れ
ぅ
？
せ
ざ
る
か
。
而
か
も 

香
港
上
海
鈒
行
及
び
獨
亞
鈒
行
の
場
合
の
如
く
"

配
當 

金
の
換
算
率
を
株
金
拂
込
當
時
の
爲
替
相
®

ビ
同1

な 

&

し
め
ば
*
名
は
鈒
雜
に
し
て
棵
主
に
對
す
る
關
係
に 

於
て
は
事
實
上
金
建
た
る
ビ
同1

の
結
果
を
得
べ
し
。
 

況
ん
ゃ
H

支
鈒
行
は
日
支
合
辧
組
織
ミ
し
"
支
那
人
株 

主
を
誘
致
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
に
於
，て
を
や
。

K

鶴I
I

資
金 

海
外
龈
行
は
前
言
せ
る
如
く
其
業
務
の
多
岐
に
亘
る 

丈
け
資
汆
も
從
つ
て
澗
澤
な
る
を
要
す
。
而
し
て
銀
行 

の
營
業
资
金
を
成
す
も
の
は
、】

は
銀
行
固
有
の
資
本 

金
に
し
て
他
は
预
金
。
債
券
、
銀
行
券
等
な
り
。
元
來 

预
金
銀
行
に
在
り
■て
は
、
主
マ
し
し
て
公
衆
ょ
ぅ
1|
金
を

f
 

i
 

1

o
八

收
受
し
奢
以
.て
其
' «

業
資
金
杧
充
つ
.る
：を
常
ど
す
れ
. 

ば
、
其
固
有
0

資
本
金
は
左
迄
大
な
各
を
耍
せ
ず
フ
唯 

1.

般
公
衆
の

信

用

を

維

持

し

て

预

金

を

，吸

收

す

る

に

足 

れ
ば
十
分
な
る
も
、
反
之
、
不
動
產
龈
行
又
は
識
券
銀 

一
行
に
至
h

て
は
稍
"

之

ど

趣

を

興

に

し

"

其
營
業
資
金 

の
大
部
分
を
公
衆
の
预
金
に
仰
ぐ
こ
ど
能
は
ざ
る
は
勿 

論
な
6

。
固
ょ
ぅ
他
の
.方
法
に
於
て
營
業
資
金
を
得
る 

の
途
な
き
に
わ
ら
すV

J
*

も
'*
興

固

有

資

本

も

槪

ね

大 

な
る
を
普
®

ど
す
。
®
逸
の
信
用
銀
行
が一

方
に
预
金 

を
收
受
し
乍
ら
"
何
ほ
常
に
其
固
洧
資
本
を
大
に
す
る 

は
之
が
爲
な

さ
れ
ば
日
支
銀
行
の
如
く
其
主
た
る
業
務
が
證
券
の 

引
受
"
靡
慕
k
わ
6
て
放
資
を
目
的
>し
す
る
も
の
に
し 

ノ
て
"
興
營
業
資
金
を
预
金
に
依
賴
す
る
こ

•>」

能
は
ざ
る 

は
勿
論
な
れ
ば
"
從
つ
て
相
當
の
資
本
金
を
自
ら
抱
擁 

せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
。
且
他
國
に
於
て
活
動
せ
ん
ど
す
る 

に
：は
'、
.典
賢
金
は
十
分
彼
等
他
國
人
の
信
用
を
繁
ぐ
に 

足
る
の
額
た
名
を
要
す
。
殊
に®
洋
に
.は
幾
多
の
外
國

銀
行
も
6

れ
ば
此
等
諸
銀
行
の
資
本
金
.を
も
考
處
せ
ざ 

る
べ
か
ら
す
。
法
‘案
に
依
れ
ば
日
支
鈒
行
の
資
本
金
は 

ニ
千
萬
圆
に
し
て
"

四
分
ノ1

の

挪

、込

を

な

す

ビ

し

て
 

五
百
，离
圆
を
得
。
始
め
日
支
銀
行
の
訃
盡
6
る

や
> 

道 

途
傅
へ
て
典
資
本
金
は
五
千
鹆
圆
な
る
を
言
へ
ぅ
。
，先
’ 

日
來
議
fr

に
於
て
も
亦
五
千
馮
圆
說
を
虫
張
す
る
索
J> 

る
を
間
く
。
今
ニ
千
萬
圆w

丑
千
寓
圆
何
れ
を
適
當
ミ

'
 

す
べ
き
やP

此
が
：是
非
を
決
定
す
る
こV

J

困
難
な
る
も 

固
ょ
A

資
本
は
其
業
務
の
實
情
ビ
相
伴
ふ
こV
J

を
必
要 

S

す
べ
く
，
徒
ら
に
大
資
本
を
擁
し
て
某
活
動
の
之U

 

萷
は
ざ
る
は
鈒
行
の
最
も
*

痛
^

す
る
所
な
ぅ
。
滿
洲 

銀
行
を
H

支
鈒
行
に
合
し
て
’
實
に
ニ
千
鹆
圆
を
增
额 

し
丑
千
馮
圆
ビ
な
す
べ
し
ビ
の
說
亦1

理
な
き
に
あ
ら 

ざ
る
も
、
今

H

刹
立
の
®

合
或
^
ニ
千
蒗
则
位
を
以
て 

適
度V

J

せ
ん
か
。

次
に
固
^
の
資
本
金
以
外
の
營
業
資
金
ヒ
し
て
は
先 

づ
第
，

1

に
偾
券
の
發
行
を
爆
げ
ざ
る
‘ベ
か
ら
す
。
前
に 

も
言
へ
_
る
如
く
®

券

銀

行

又

は

特

杞

不

動

產

鈒

行

^
在

第
十
怨

(

三八

1
)

雑

錄

'
n
支
銀
行
法
^

概
評 0

て
は
、
预
金
を
以
て
其
#
業
資
金
の
大
郁
を
得
る
能 

は
ず
。
從
て
其
固
有
資
本
金
額
も
预
金
龈
れ
に
此
し
て 

大
な
る
を
普
通
3

ず
る
も
、
未
だ
之
の
み
に
て
は
十
分 

の
.活
動
を
な
す
は
困
難
な
ぅ
。
縱
令
幾
分
の
短
期
预
金 

は
之
あ
る
も
、
興
業
務
の
®

®
上
之
を
^
弁
す
る
能
は 

t

勢
ひ
他
の
方
法
を
以
て
其
營
業
資
金
を
求
め
ざ
る 

ベ
か
ら
ざ
る
に
至
る
は
®

然
な
故
に
此
就
の
飯
/ィ
 

は
何
れ
も
偾
券
を
發
行
し
て
資
金
を
#

る
を
常
^

す
。
 

獨
逸
の
土
地
抵
當
龈
行
の
如
き
其
偾
券
發
行
高
合
計
西 

餘
億
馬
克
に
達
すV

J

云

ふ
.0
我

國

に

於

て

も

猶

業

銀

行
 

真
業
鈒
行
、農
工
龈
行
等
背
偾
券
を
®

行
し
"
今
H

に
て 

は
其
發
行
高
全
部
，に
て
三
値
六
千
餘
范
圆
に
達
せ
P
O 

法
案
に
依
れ
ば
日
支
銀
行
は
其
拂
込
資
本
金
の
十
倍
を 

限
り
•

*
所
|
苻
價
證
券
及
び
諸
贷
付
高
の
現
在
额
の 

範
圍
內
に
於
て
債
券
を
發
行
す
る

こ̂
を

得
、
且
支 

那
に
於
て
發
行
す
る
場
合
は
割
增
金
附
ど
な
す
を
得
。
 

法
案
が
債
券
發
れ
'0

極
俊
顧
を
拂
込
資
本
金
の
十
倍
ビ 

し
れ
る
は
卿
業
、
'興
業
^
其
範
圍
を
闕
じ
く
し
れ
る
，も

.
笫
三
.號

1

〇
九
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雜

錄

，日

支

餅

打

^

^

榔

評

の
に
し
て
’

恐
ら
く
別
に
何
等
考
is
を

殺

し

れ

る

も

.0 

に
あ
ら
-ざ
る
べ
.し
。
.今
勸
業
>
典
*
等
の
偾
券
發
行
：の 

狀
態
を
觀
る
に
ヽ
昨
年
六
月
末
現
在
に
て
前
漭
は一.

1
®

 

八
で
H
ff
i
i圆
な
る
も
-
後
翁
は1 

バ千
ニ
W
餘
萵
圆
に
し
て 

未
だ
S

M
額
の
半
に
も
及
ば
す
o
'
獨

逸
®.
土

她

抵

當

龈 

行
は
愦
券
發
行
の
極
度
額
を
十
五
依
ビ
せ
る
も
、
日
支 

銀
行V

J

し
て
は
其
性
罾
#
ろ
證
券
銀
行
に
し
て
典
業
«
 

行
ど
類
を
同
じ
く
し
、
' 且
借
替
時
に
於
け
る
制
限
顧
外 

の
發
行
を
認
め
ら
れ
ゝ
又
他
方
受
託
鈒
行
ビ
し
て
擔
保 

附
祉
债
を
骚
行
す
る
こ
^
も
得
れ
ば
、
僙
券
發
行
の
.
« 

度
额
は
^
づ
十
依
に
て
可
な
&
ん
か
。

第
二
は
飯
行
券
の
發
行
な
ぅ
。
銀
行
券
の
.發

行

は

•何 

れ

の

海

外

鈒

行

に

も

之

'を
見
る
所
な
る
が
、
元
來
:*
»
 

の
銀
行
券
は
强
制
通
用
力
を
有
す
る
中
央
銀
行
の
兌
換 

券

ミ

は

異

な

眞

に

}
麗
狒
の
手
形
れ
る
に
止
ま
.

CV  

其
目
的
も
遛
に
之
が
發
行
に
依
つ
て
銀
行
資
金
を
得
ん
' 

ど
す
る
に
在
る
は
論
を
俟
仅
ず
。
然
れ
ど
も
海
外
*
行 

の
發
f r
す
る
龈
行
券
は
前
當
せ
る
如
く
與
の}

I
.手
形

_  

笫
蠢 
ノ 

H  

!.  :0

な
れ
ば
ァ
之
が
發
沂
に
は
和
常
必
支
拂
準
備
を
必
耍
ビ 

す
べ
ぐ
，
龈
行
券
#
#
.に
侬
る
資
#.
の
供
給
は
、
恰
も 

预
金
龈
行
が
预
金
に
侬
つ
て
其
營
業
資
金
を
#

る
ヾ
し

^

 

镣
の
；結
果VJ.

な
&
、

鈒

行

券

發

行

高

の

.增

加

は

恰

も

短

,
预
金
の
墦
加
せ
る
：が
如
く
、
常
に
其
支
拂
準
備
に
顧 

慮
せ
ざ
.る
べ
か
ざ
る
こ
：

V
J
、

今E

の
®
金
飯
行
に
於
け

ゐ
が
如
く
な
6

。
斯
く
て
は
證
券
業
務
に
又
不
動
產
贷 

付
の
方
面
に
活
動
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
、
多
く
の
海
外 

銀
行
の
行
動
を
弛
緩
な
ら
し
む
る
の
嫌
な
し
ど
謂
ふ
ベ 

か
ら
ず
。
這
は
佛
國
の
印
度
支
那
銀
行
が
從
來
嘗
め
た 

る
苦
き
經
驗
に
，し
て
、
同
國
に
て
は
一
時
同
行
の
發
行 

權
を
M

ih

せ
ん
ど
せ
し
程
な
&

き
。
右
の
如
き
次
第
な 

办
し
か
ば
海
外
銀
行
の
、
鈒
行
券
發
行
は
興
營
業
資
金 

\
供
給
の
方
法
ど
し
て
は
大
な
る
效
见
な
か
ぅ
し
も
の
、

〈

如

く

"

朿

洋

に

在

る

海

外

銀

行

中

に

て

も

銀

行

券

の

發
 

行

は

香
®
上

糧

行
.の
1
1千

四

丙

萬

圆

ど

ゝ

印

度

支

.那

銀
行
の一

1
千

九

圆

を

除

け

ば

他

は

何

れ

も

!
 々

れ
る
も
の
た
6
 

o.今
〗

.
昨

年

末

现

在

に

侬

つ

て

其

流

瓶 

高

を

擧

げ

ん

か

沱

の

如

^
數

字

を

示

せ̂
.̂
:

1

銀

行

香港上海
銀行
 

印：度
支
那

 

'銀
行 

チ
ヤ

t

ター
 

'ド
.飯行 

イシタ

ー

ナ
$/

ヨナ
;v

叙行

.

資

本

.金
へ

*

し
、.

'■
番
港
弗 

1

五
、
〇o
〇
、
〇G
o

法

,

.
0
.
行
.券
.’流
通
‘高

.师
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c
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o
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 rl,l 
四
.

c
r
o
a
o
)

0

距

銀

行

恐
ふ
に
從
來
の
海
外
銀
行
は
多
く
殖
民
銀
行
に
し
て 

銀
行
は
其
業
務
の1

ヾ
し
し
て
殖
民
地
に
於
け
る
通
員
㈱
 

1

を
期
し
た
る
爲
め
、
龈
行
券
：の
§

は
此
等
銀
行
の 

營

業

資

金

供

給

以

外

ゝ

31
に
殖
&:

地
の
通
貨
調
節
g

会 

_

ふ
點
に
ょ
り
重
要
視
せ
ら
れ
銀
行
券
の
發
行
は
、；：

殖
民 

鈒
行
に
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
要
素
を
成
す
に
至
.

Cs

•た
6

。
 

某
後
殖
Bi

銀
行
の
海
外
銀
行
ビ
处
為
、
觅
に
又
純
然
付 

る
海
外
銀
行
の
設
立
せ
&
,る
S

に
及
ん
•で
^'
、

何

れ

も
 

銀
行
券
發
行
を
以
て1

の
幡
權
S

D
T;
:
附

與

せ

ら

れ

把

兩

姑
十#

(

H
八ill

ご

1
K3I

九
〇
"

o

o

o C 

ニ
、九
l
〇
、〇
〇
o)

る
も
の
な
6

。
故
に
余
を
以
て
觀
れ
ば
海
外
銀
行
の
齦 

行
券
發
行t

r

因
習
的
：の
も
の
忙
し
て
典
實
際
の
效
采 

は
疑
ふ
べ
.
き
も
の
わ
-
^て
、
海
外
銀
行
な
れ
ば
ビ
て
必 

ず
し
も
«

行
券
發
行
の
權
を
有
せ
ざ
る
も
可
な
6

^
謂 

は
ざ
る
ベ
か
ら
ヤ
。
或
似
言
ふ
：

n

支
龈
行
が
銀
行
券
發
. 

行
の
$

を

有

す

る朿
ぼ
の
諸
海
外
⑩
行
の
間
に
處
し 

T

>
獨
办
銀
行
券
，の
發
行
を
な
す
能
は
ざ
る
は
、
典
營 

業
上
に
於
け
る
大
な
.る
ハV

デ
キ
ヤ
ブ
た
&
ざ
る
ベ
か 

&

ず
ミ
。
然
れ
ど
も
日
支
^
行
比
し
て
別
個
の
方
法
を

绡
H
號

―
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骽
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八
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'

雜

_

日交銀行法菜槪評

以
て
營
業
資
金
を
得
る
途
だ
に
?>
ら
ば
、
通
货
の
祓
雜 

鉛
綜
せ
る

支
那
に
於
て
、
敢
て
念
い
で
銀
行
券
;̂
發
行 

す

る

.
の

必

婴

な

し
V
J

信

す

。
，
滿
洲
銀
行
に
就
て
は
別
個 

の
意
見
を
有
す
る
も
玆
に
は
略
す
"
^
^
ベ 

,

穴
海
舛
銀
枒
と
內
地
金
融
機
關
ゐ
の
連
絡 

:

‘海
外
鈒
行
は
其
營
乘
地
槪
ね
經
濟
の
發
逄
未
だ
十
#
 

な
ら
ず
，
加
ふ
る
に
各
種
0

金

融

機

關

も

固

ょ

-
^
完

備
 

せ
ざ
れ
ば
"
其
業
務
の
如
き
種
々
雛
多
の
方
面
に
亘
&
 

ざ

る

べ

，.
か

ら

ざ

る

を
以
て
、
從
つ
て
其
營
業
資
金
の
潤 

澤
な
る
を
要
す
る
は
®
.
に
述
べ
た
る
所
の
如
く
に
し
て 

從
來
海
外
銀
行
K
對
す
る
資
金
供
給
の
方
法V」

し
て
、
 

は
多
く
龈
行
券
發
行
に
依
り
た
る
も
ゝ
旣
に
前
項
に
て 

明
か
な
る
が
如
く
"
评
は
海
外
銀
行
の
業
務
の
性
質
上
，
 

適
當
な
る
資
金
供
給
の
途
に
わ
ら
ず
、
近
時
に
及
ん
で 

萸

に

僙

券

發

行

の

特

權

を

認

む

る

狀

至

ち

れ

.
^
。

然
れ 

ど
も
海
外
鈒
行
の
«
#
燬
行
は
多
ぐ
內
地
に
於
て
企
て 

ら
る
.
ベ
く
ノ
之
を
し
て
圆
滑
に
媒
集
を
1 ;
せ
し
め
ん
ビ 

ず
る
に
は
、
必
中
內
地
金
挪
機
關
の
後
拨
な
炉
る
ベ
沪

0

$
 

ニ
ニ

>

b

^

9這
«

單
に
.債
券
發
行
に
關
し
て
の
み
な
&

す
丨
..

.

其
他
總
べ
て
の
資
金
關
係
R

於
で
，
內
地
金
融
機
關
在 

趣
絡
を
有
す
る
.事t

r
.

海
外
銀
行
の
.活
動
如
何V」

茜
大 

の
關
係
を
有
す
。.
蓋
し
海
外
龈
行
は
其
業
務
の
如
何
を 

問
は
ず
、
常
に
豐
富
な
る
資
金
を
必
惡
.
S
す
る
.も
の
^
 

|

し
て
、
此
が
供
給
0

途
を
內
地
に
求
め
置
く
こ
ど
は
海 

外
銀
行
ビ
し
て
は
最
重
耍
の
事
れ
れ
ば
な
6

。
，.
さ

れ

ば
 

海
外
銀
行
ビ
本
國
金
融
機
關
^
の
連
辂
ど
云
ふ
問
題
は 

海
外
銀
行
の
說
立
に
就
て
十
分
考
處
を
费
さ
い
る
ベ
が

怫
國
の
殖
说
銀
行
は
始
め
此
點
に
就
て
顧
處
せ
す
、

\
興
組
織
を
總
べ
て
官
僚
的
の
も
の
^

な
し
れ
る
爲
め
* 

其
資
金
關
係
に
於
て
殆
ん
ど
本
_
金
融
機
關
ょ
り
孤
立 

の
&

位
^

立
^

ざ
.る
；ベ
か
&

ざ
る
こ
^

な

往

々

，
 

.

資
金
に
缺
乏
を
感
じ
"
其
活
動
を
鈍
か
ら
し
め
た
る
こ 

ど
あ
^N

た
る
は
、
佛
國
識
著
の
見
て
以
て
大
に
遨
懺
ミ 

,
し
れ
る
所
な
t

か
‘
、
i

し
か
ば1

八
七
泥
年
印
度
支 

.
那
銀
行
の
.設
立
に
當
ケ
て
は
深
•
{此
點
に
鹾
み
、
從
來

の
如
^

官
僚
的
孤
立
的
の
組
織
を
改
め
て
、
火
龈
行
の 

<
a

同
紐
.織
ど
な
し
以
て
煺
民
鈒
行
の
金
融
的
述
絡
鉍
全
. 

ぅ
し
れ
り
。
«

逸

.̂

於
：て
は
龈
行
率
先
も
て
海
外
金
融
' 

機
關
の
整
備
を
阔 

以
て
外
國
贸
易
の
促
進
に
.赞
o
 

る
所
f

。
大
银
行
«

谷
自
其
系
統
海
外
銀
打
.を
設
立
. 

せ
るw

共
に
"

又
合
同
ム
て
も
之
を
行
ひ
た
^
^
»
亜 

0

の
如
き
は
株
主
は
僅
：々
十
三
の
銀
行
其
⑽
㈣

人
金 

融
機
關
に
し
て
ノ
ニ
三
の
大
銀
行
に
て
邦
竿
以
上
を
占
’ 

む
る
：の
%

機

，な
ら
。
さ
れ
ば
獨
逸
の
海
外
龈
行
は
何
れ 

も
本
國
大
飯
行
の
そ
銀
行
た
る
も
の
な
れ
ば
ノ
il

:(

資
金 

の
供
給
に
於
て
不
见
を
成
.ず
.る
こ
ど
な
ズ
、g

活
藤
ね 

於
.て
十
分
勝
足
を
：

|
T

は
す
こVJ.

を
得
た
6

。

獨

逸

の

.
海 

外
贸
易
上
に
於
け
る
發
M

が

今

日

の

如

く

急

速

な

‘
^

し 

も
の
1

1

に
は
海
外
銀
行
ビ
本
國
金
融
機
關
の
連
絡
の 

完
全
な
り
し
事
、
M

に
海
外
銀
行
の
機
宜
吹
經
し
た
る 

游
動
に
基
く
も
の
大
な
ぅ
し
ミ
謂
は
ざ
る
ベ
か
ら
す
。

0
\
の
如
^
有

凝

カ

ト

し

灰

ば
"
今
R

に

於

て

は

海 

外

龈

行

，
の
.紐
»

は

決

し

て{'|
?«僚

.的

孤

立

的

な

る

能

は

ず 

必
ず
や
本
國
金
融
機
關
’(

然
G

ざ
れ
®
外
國
の
有
力
な

る
金
融
機
關)

.

.

.
ビ
連
絡
を
保
ち
.、
.
财
酞
的
後
谈
を
#

4
 

の
：地
位
に
立
た
ざ
る
ベ
か
&
ざ
るは

.：
一
，
般

の

認

む

る

'所
 

f
な
.
0

^

6。
旧
支
鈒
行
の
費
織
は
操
立
委
眞
に
侬
つ
' 

て
決
せ
ら
る
.べ
き
^
め
な
れ
ば
、
之%
說
立
黍
眞
れ
6
 

ん
*

«
+:
分
此
點
R
對
す
る
考
虛
を
®

る
ベ
か
ら
ざ
る 

VJ

共

に

：、

政

府

の

，

.設
立
委
員
伍
命
に
就
て
.も
亦
典
心
を 

玆
に
用
ゐ
ざ
る
べ
$

t

固
ょ
6
日
支
龈
行
設
立
は 

旣
に
十
數
年
來
の
懸
案
れ
-
^
.瓦

|

敝
財
界
の
輿
論
に 

し
て
、
政
府
は
本
案
作
成
に
就
で
は
+

分
财
界
の
^
力 

潸
ビ
協
議
を
®
ね
た
る
、事
な
れ
ば
、
之
が
組
織
成
る
は 

於
：て
は
其
資
本
の
大
部
分
減
此
等
銀
行
に
於
て
引
受
く 

る
‘事
匕
な
る
.

T

き
は
勿
：論
,
.將
來'HI

支

.
銀

行

の

經

營
 

就

，て

も

十

分

財

的

援

肋

を

與

ふ

る

に

_

躇

せ

ざ

.る

ベ

き 

を
:#

ず
。
.1
:部
論
著
は
甘
：支
鑛
杼
に
«
抒
券
發
行
を
慫 

慂
し
'
.又
偾
猙
發
行
の
勝
權
名
資
余
做
給
の
賴
.み
^
甘 

る
.が

如

し̂

雖

も
> 
前

言

せ
 

'る.細
(-
鈒

行
#

燬
行
は
海

外
鈒
抒
U'

對
し
て
.決
^

て
資
秦
供
給
の
途
な
&

f

。S

 

に
：又
僙
终
發
行
に
し
.て
も
本
國
.余
；»
機
_

^

の
.
»絡
な
.
. 

く
ば
典
發
行
-
決

し

て

容

易

匁

る

能

は

责

。
"
此

點

特

に

跺
 

立
'委
最
の
#
處
を
3?

す
る
所
^
-CN。

•

站

十

卷

(

三
八
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支
飯
行
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案
槪
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